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 前 560 年頃の運動選手像墓碑の成立から、墓碑文化の中心地アッティカにおいて、墓碑浮き彫








 本稿は、導入部に続いて第 1部から第 3部、補論部、そしてカタログから成る。第 1部では前 6
世紀について論じる。運動選手像墓碑の成立過程と、運動選手を示唆する三つの方法（プロトタ
イプ）の確立について、同時代の墓標芸術や陶器画を含めた美術作品、そして社会背景を手掛か
りに、解明を試みる。第 2部、第 3部はそれぞれ前 5、前 4世紀の展開に充てられ、前 6世紀に成
立した三つのプロトタイプのその後の展開について論じる。特に前 5 世紀は、制作地域が拡大し







































平成 27 年 11 月 20 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定
した。 
よって、著者は博士（芸術学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
